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地域医療連携室 受付時間：平日８時30分～19時00分 

済生会守山市民病院 恩賜 
財団 

社会福祉法人 

― 私たちは、救療済生の精神のもと、最適最良の医療を提供し、地域の医療に貢献します。―

リハビリテーション技術科

 リハビリテーション技術科には、理学療法士41名、 
作業療法士25名、言語聴覚士13名の総勢79名が在籍し
ています。藤田医科大学や滋賀県済生会訪問看護ステー
ションによる週２回以上の臨床指導の下、積極的なリハ
ビリテーション治療で、患者さん一人ひとりが望む生活
の実現を目指しています。特に、脳卒中・脊髄損傷をは
じめとする神経疾患の障害の克服に注力しています。 

✽快適なリハビリ環境の創出 療法士は自ら名乗り、患者さんをお名前で呼び、目を合わせ、 
ほほ笑んであいさつをし、元気を引き出せるように接します。 

✽高次脳機能障害の対応 失語症・記憶障害・注意障害などに対するご本人・家族の戸惑いを和ら
げ、社会との新たなつながりを築き、安心して生活できるよう専門的な評価治療を行います。 

✽麻痺の克服 機能回復を促すためには dose dependent(用量依存性)・task specificity(課題 
特異性)・neural plasticity(神経可塑性)が重要です。これらの原則に基づき、薬物療法(ボツリ
ヌス毒素)、物理療法(電気刺激、拡散型圧力波治療)を併用し、運動療法を行います。 

✽ロボットの活用 従来では自立歩行を諦めてしまっていた重度な歩行障害があっても、歩行 
練習支援ロボットなどの先端技術を活用し、積極的に歩行練習を行います。 

✽食べる喜び 嚥下内視鏡検査・嚥下造影検査で評価し、誤嚥リスクの低い食事形態や姿勢を 
立案し、直接・間接練習により楽しい食事を目指します。 

✽安全に対する取り組み 機能回復と同時に、転倒リスクは高まります。疾患別・動作レベル別・ 
発生時刻別に転倒事例を分析し、対策を行います。 

 今後も地域との「顔の見える連携」を一層深め、地域医療に貢献して参ります。ご紹介や連携に 
ついて、お気軽にご相談・お問い合わせください。 



※令和７年11月25日 現在 

★
は
女
性
医
師
／
診
療
時
間
は
診
療
科
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
／
内
科
・
小
児
科
の
午
後
診
療
は
予
約
制
で
す
。

／
診
療
担
当
医
お
よ
び
診
療
時
間
を
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

外
来
診
療
医
師
担
当
表
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

外来診療担当表

 12月22日(月) 小児アレルギー (野々村医師)

 12月５日(金) 呼吸器内科 (大澤医師 →中野医師)

 12月23日(火) 眼科 (担当医師)  12月12日(金) 呼吸器内科 (中野医師 →★大岡医師)

 12月３日(水) 小児アレルギー (野々村医師)

 12月５日(金) 皮膚科 (★荒川医師 →前田医師)

 12月26日(金) 皮膚科 (★荒川医師 →伊藤医師)


